
別紙様式１（高） 

令和８年度 学校経営計画表【全日制】 
 

１ 学校の現況 

学校番号 10 学校名 県立太田第一高等学校 課程 全日制（単位制） 学校長名 上田 英雄 

教 頭 名 ［全日制］益子  諭 ［定時制］青木 基泰 ［附中］鐵 めぐみ 事務(室)長名 椎名  実 

教職員数 教諭 65 
養護 

教諭 
3(1) 

常勤 

講師 
4 

非常勤 

講師 
8 

実習教諭、実習講師、

実習助手 
1 

事 務

職員 
5 

技術職

員等 
7 計 98 

生 徒 数 

小学科 
１年 ２年 ３年 ４年 合計 合  計 

クラス数 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

普通科 100 64 114 83 113 81   327 228 15 

科            

科            

 

２ 目指す学校像 

グローバルな課題の解決に挑む力、持続可能な社会づくりに貢献できる力を育む学校 

 

３ 三つの方針（スクール・ポリシー） 

育成を目指す資質・能力に関する方針 

（グラデュエーション・ポリシー） 

(1)自ら課題を発見し、協働しながら創造的に解決できる力の育成 

(2)主体的に学び続ける資質・能力の育成 

(3)多様性を受容し、グローバルな視野で思考・判断・表現できる力の育成 

教育課程の編成及び実施に関する方針

（カリキュラム・ポリシー） 

(1)探究を軸とした創造的な学びの環境を整備 

(2)主体的に社会参画できる環境の整備 

(3)多様な学びが選択できる教育課程の編成 

入学者の受入れに関する方針 

（アドミッション・ポリシー） 

(1)挑戦しようとする心と柔軟性をもつ生徒 

(2)主体的に学びに向かう意欲をもつ生徒 

(3)自他の個性を尊重できる生徒 
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４ 現状分析と課題（数量的な分析を含む。） 

項目 現状分析 課題 

学習指導 ■「そう思う」と答えた生徒の割合 

「単元などに応じて、ペアワークなど対話的・協働的な授業を行って 

いる」                        50％ 

「生徒が考え発表するなど、探究的な学びを意識した授業を行ってい

る」                         41％ 

「適切に観点で評価している」              43％ 

「場面に応じて ICT機器を有効に活用して授業を行っている」52％ 

生徒が、主体的で探究的な学びを意識した授業

を実感している割合、ICTを活用して教員が学

びの進め方を工夫していると感じる割合が、そ

れぞれ増加した。今後、個別最適で「主体的・

対話的で深い学び」の実現に向けて授業改善を

推進し、生徒の資質能力の向上を図り、適切な

評価につなげることで、学校と授業の PDCA を

回し、カリキュラムマネジメントを推進する必

要がある。 

進路指導 国公立大現役合格者数は 34名。難関大学合格者数１名。総合型選抜と

学校推薦型選抜による国公立大合格者数は合計 14名。 

本校で国公立大現役合格者を増加させるため

には、総合型選抜や学校推薦型選抜での合格者

数を増やす必要がある。そのために、学校教育

活動のあらゆる場面で、探究的な学びのスタイ

ルを確立していく必要がある。 

特別活動 文化祭や中高合同探究発表会など、生徒主体で実施する行事が増えつ

つある。また、生徒会や部活動等による市議会との交流や市内の各種団

体との協力による地域貢献が見られる。 

積極性を更に向上させ、主体的に活動する生徒

の裾野を広げなければならない。既存の学校行

事をはじめ、地域との交流行事などにおいて、

生徒が主体的に運営する場面を増やす必要が

ある。 

働き方改革 超過勤務 45時間超の教員の割合は月平均 13.2%、80時間超は 0.7%、月

平均時間は 23 時間 20 分だった。係分担などで、業務内容に偏りが見

られ、一部の教員に業務が集中している様子も見られる。 

組織として複雑化・困難化する教育課題に対応

し、効果的な教育活動を行うため、一層の教材

の共有を図り、勤務時間を意識した働き方改革

を進める必要がある。現在行われている業務に

ついて見直し効率化を進めるとともに、平準化

をはかる必要がある。 
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５ 中期的目標 

(1)ICTを効果的に活用した、個別最適で「主体的・対話的で深い学び」(知識等を活用しながら習得する)の授業実践 

(2)自ら問いを立て課題を見出し、主体的に取り組む探究を軸とした学びの推進 

(3)他者と協働しながら、諸課題の解決に主体的に取り組む能力を養うシティズンシップ教育の充実 

(4)多様性を受容し、グローバルな視野で思考・表現・判断できる力を養うダイバーシティ教育の充実 

(5)生徒たちへの効果的な教育活動を行うために、教職員の在校時間を顕在化し業務の効率化を図る 

 

６ 本年度の重点目標 

重点項目 重点目標 

「主体的・対話的で深い学び」の授業実践 ①国公立大学合格者数 40人、うち難関大学合格者数２人 

②「授業目標に向け、協働するなどして知識の習得を図った」と感じる生徒の割合 90%

以上 

探究を軸とした学びの推進 ③学校推薦型選抜、総合型選抜での国公立大学合格者数 20人 

④「授業等で自ら課題を見つけ解決している」と感じる生徒の割合 90%以上 

⑤ドリームパス等へのコンテストに 100組以上参加 

⑥全国規模のイノベーションコンテストに３組以上が応募 

シティズンシップ教育の充実 

 

 

 

⑦「主体的に行事に参画した」と感じる生徒の割合 70%以上 

⑧「行事活動を通して課題を発見した」と感じる生徒の割合 60%以上 

⑨「発見した課題を協働して解決した」と感じる生徒の割合 50%以上 

⑩「総合的な探究の時間」において、地域の課題解決の探究に取り組んだ探究チーム

の数 30チーム以上 

ダイバーシティ教育の充実 

 

⑪国際開発・協力への視野を広げ、リーダーシップを育て、主体的に社会の発展や改

革する力を養う海外研修の実施 

⑫海外の教育プログラムに参加する生徒２名以上 

⑬積極的な留学生の受け入れ２名以上 

教職員の在校時間の顕在化と業務の効率化 ⑭効果的な教育活動を行うため、授業の準備にかける時間を短くするなど、教職員一

人一人の意識改革を進め、超過勤務時間 45時間を超える教諭を縮減する 

⑮顧問の複数配置により、部活動における業務の平準化を進め、超過勤務時間 45 時

間を超える教諭を縮減する 

⑯校務分掌の業務の明確化と精選により、超過勤務時間を月平均 21時間程度に縮減 
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